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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症（Autistic Spectrum Disorder，ASD）の子ども（以下ASD児）の
中には，会話音声の聞き取りが困難であると訴えるケースが少なくない。特に言語音声の認識において最小単位
の音韻の聞き取りにも困難があると考えられてきたが、統一的見解は得られていなかった。本研究では、①ASD
児の音韻知覚の特異性は，音韻のわずかな差に対する敏感性にあること、②ピッチアクセントの知覚にも困難が
生じているものの、ASD児全員に共通の困難があるわけではないことが明らかになった。さらに音韻やピッチア
クセントの知覚は、ASD児の言語処理能力と関係することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Autistic spectrum disorder (ASD) is a developmental disorder characterized 
by persistent difficulties in social interaction and communication as well as restricted patterns of
 interests and behaviors (American Psychological Association: APA, 2013). Atypicality is manifested 
in speech processing in children with ASD, which may be associated with language-related impairment.
 The current study investigated speech perception in children with ASD. The results of the present 
study suggest that speech perception in children with ASD is not as attuned to their native language
 as in their TD peers. Our findings also indicate that language delay or impairment is related to 
difficulty in perception of native phonemes in children with ASD.

研究分野： 教育心理学

キーワード： 音韻知覚　言語発達遅滞　ピッチアクセント

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder，ASD）は「社会的コミュニケーションおよび対人的相互反応
における持続的な欠陥」と「行動、興味、または活動の限定された反復的様式」の２つの特徴をもつ神経発達症
である。言語コミュニケーションにおいては主に語用論の側面に問題が生じることが指摘されてきたが、言語の
構造的側面における特徴についてはこれまで十分に検討されてこなかった。本研究により、音韻、統語、語彙に
も問題を抱えるASD児が多いことが明らかになった意義は大きく、今後の研究で、語用に加え、言語の構造的な
面からの検討が重要であることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
(1) 自閉スペクトラム症の音韻知覚についての実験的研究 
自閉スペクトラム症（Autistic Spectrum Disorder，ASD）の子ども（以下 ASD 児）の中に

は，会話音声の聞き取りが困難であると訴えるケースが少なくない[1]。特に，複数の人が会話
しているときの聞き取りが苦手なことなどが挙げられるが，他にも，言語音声の認識において最
小単位の入力情報である音韻の聞き取りにも困難があると考えられてきた。一方で，心理学的な
行動実験の研究によると，ASD 児は母語の音韻識別力が弱いという報告もあれば[2]，ASD 児と
定型発達児に差はないという報告もあり[3]，統一的見解は得られていない。 
 
(2) 自閉スペクトラム症のピッチアクセント知覚についての実験的研究 
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder，ASD）児は、基本周波数の差を聞き分け

ることに対して敏感である一方、それらを音韻処理することに困難がある傾向がある(Isaksson 
et al., 2018; Kargas et al., 2015; Vlaskamp et al., 2017; Wang et al., 2017)。これら先行研究の
結果から、日本語話者 ASD 児に関しても、音の高低を聞き分ける能力は長けているが、「二時」
と「虹」の対にみられるような日本語ピッチアクセントを識別することが困難であるという仮説
が立てられる。 
 
(3) 自閉スペクトラム症児の言語コミュニケーションの特徴と認知特性の関係性の検討 
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder，ASD）は精神医学の国際的な診断基準で

あるDSM-5によると「社会的コミュニケーションおよび対人的相互反応における持続的な欠陥」
と「行動、興味、または活動の限定された反復的様式」の２つの特徴をもつ神経発達症である。
言語コミュニケーションにおいては主に語用論の側面に問題が生じることが指摘されてきた。
しかし、音韻、語彙、統語など他の言語の側面における特徴や、言語の特徴と認知特性との関係
についてはこれまで十分に検討されてこなかった。 
 
２．研究の目的 

 
(1) 自閉スペクトラム症の音韻知覚についての実験的研究 
本研究では，ASD 児の音声の聞き取りの困難さが，音韻レベルの聞き取りにあると仮定し，

ASD 児を対象とした音韻知覚の実験的研究（以下①②）に取り組んだ。 
①複数話者音声の音韻弁別について調べた実験 
母語と非母語で，あるいは，一人の話者の音声を聞く場面と，複数の人の音声を聞く場面で，ASD
児と TD 児の音韻弁別の成績に違いが見られるかを調べた。 
②音韻カテゴリ知覚と音韻弁別の関係について調べた実験 
ASD 児は音韻をカテゴリカルに識別する能力が弱いと仮定し，その原因として，音韻のわずか
な差に対する敏感さ[4]が影響する可能性について調べた。音韻をカテゴリカルに識別している
かどうかを測定するための刺激ツールとして刺激連続体（類似した２つの音韻から作った合成
音のセット）を用いた。 
 
(2) 自閉スペクトラム症のピッチアクセント知覚についての実験的研究 
 本研究では、日本語話者の ASD 児がピッチアクセントの対語を知覚する際、定型発達児（以
下、TD 児）と比較し、音声知覚と音韻認知のどこにその困難が生じているのか、その詳細を解
明する。 
 
(3) 自閉スペクトラム症児の言語コミュニケーションの特徴と認知特性の関係性の検討 

ASD の児童の言語コミュニケーションの問題について、語用の側面に加え、音韻、語彙、統
語などの構造・形式面も含めて包括的に調査し、心の理論、中枢性統合などの認知特性や感覚の
特性との関係について定型発達（Typical Development，TD）の児童と比較し検討した。また、
言語の各領域の問題と自閉特性の程度との関係についても検討を行った。 
 
３．研究の方法 

 
(1) 自閉スペクトラム症の音韻知覚についての実験的研究 
①複数話者音声の音韻弁別について調べた実験 
参加者： 日本語話者 6～12 歳の ASD 児 21 名，TD 児 22 名が参加した。 
刺激： 刺激は，英語母語話者（成人女性 3名）が/tɑ/，/dɑ/，/rɑ/，/lɑ/の 4音を一つずつ発
声した際の録音データから作られた。これらは，日本語で区別される刺激(/tɑ/と/dɑ/；母語条
件）と日本語では区別されない刺激(/rɑ/と/lɑ/；非母語条件）に分類された。 



手続き： 三択の弁別課題の形式で，母語条件刺激と非母語条件刺激それぞれの音韻弁別力を測
定した。具体的には，例えば/tɑ/₋/dɑ/₋/tɑ/のように，２音のどちらかを重複させて三つ組を作
り，それらを順に 0.9 秒の刺激間隔で提示して，３つの音の中で１つだけ違う音を実験参加者に
選択させた。なお，三つ組は，単一人物の音声を組み合わせたもの(単一人物条件)と，話者 3名
の音声を組み合わせたもの(複数人物条件)の２種類が用意された。 
解析：実験参加者条件(ASD 児・TD 児)，音韻条件(母語・非母語)，話者条件(単一人物・ 複数人
物)を固定因子として音韻弁別率を予測する一般化線形混合モデルのロジスティック回帰分析を
行った。 
 
②音韻カテゴリ知覚と音韻弁別の関係について調べた実験 
参加者：モノリンガル日本語話者 9～12 歳の 44 名が参加した。そのうち 22 名は ASD の診断

を受けていた。 
刺激： 日本語話者による/ja/，/wa/2 つの音声について，弁別素となる第 2 フォルマント以

外の値（強度や基本周波数の変化，その他のフォルマント値）を平均し，再合成音を作成した。
そして，第 2フォルマントを百等分のステップで変化させた刺激連続体を用意した。 
手続き：音韻をカテゴリカルに識別する能力を測定するために「識別課題」を，音韻のわずかな
差に対する感度を測定するために「弁別課題」を実施した。「識別課題」では，刺激連続体の音
をひとつずつ聞かせ，実験参加者に/ja/と/wa/のどちらに聞こえるかを答えさせた。「弁別課題」
では，刺激連続体から，僅かに差のある音のペアを３種類用意した。具体的には，健常成人の平
均的なカテゴリ境界（/ja/と/wa/の識別確率が 50％になる音）を基準に，カテゴリ境界を挟む
２つの音（カテゴリ間ペア），境界より/ja/側の２つの音（カテゴリ内ペア/j/），境界より/wa/
側の２つの音（カテゴリ内ペア/w/）の計 3 種類である。そして，各ペアで２音のどちらかを重
複させて三つ組を作り，それらを順に 0.4 秒の刺激間隔で提示して，３つの音の中で１つだけ違
う音を実験参加者に選択させた。 
 
(2) 自閉スペクトラム症のピッチアクセント知覚についての実験的研究 
参加者：日本語母語話者（6 歳～12 歳）の ASD 児 8 名、TD 児 23 名が本実験に参加した。 

 刺激：日本語母語話者（成人）6名によって発音された「雨－飴」と「二時－虹」のピッチア
クセント２ペアの自然録音音声を編集し、基本周波数情報の含まれないサイン波音声を作成し
た。その後、ノイズボーコーダーを使ってサイン波音声をさらに編集し、自然録音、サイン波音
声、ノイズノーコード化サイン波音声の三種の音声を準備した。 
 
(3) 自閉スペクトラム症児の言語コミュニケーションの特徴と認知特性の関係性の検討 
 参加者：ASD 児 14 名（6歳～12 歳，平均年齢 9歳 8 か月）、TD 児 14 名（6 歳～11 歳，平均年
齢 8 歳 6 か月）が研究に参加した。 
 刺激：以下の課題を実施した。 
① PVT-R 絵画語い発達検査 
② レーブン色彩マトリックス検査（RCPM） 
③ PARS-TR（親面接式自閉スペクトラム症評定尺度テキスト改訂版） 
④ SP 感覚プロファイル（短縮版） 
⑤ CCC-2 子どものコミュニケーション・チェックリスト 
⑥ 心の理論課題 
⑦ 全体／局所（Global/Local）課題 
Scherf et al.（2008）11) が開発した中枢性統合について評価するための全体／局所課題を改
変した課題を実施した。小さな図形（例えば丸）から構成された大きな図形（例えば四角）を見
せ、部分が同じ形の図形と全体が同じ形の図形を提示し異同判断を求める。見本刺激を 0.5 秒間
提示した後、選択肢として 2種類の図形を 15 秒間提示した。提示された選択肢のうち、どちら
が見本刺激に似ていたかを質問し、指さしか口頭で回答するよう求めた。全体の形と部分の形を
変え計４試行実施した。部分が同じ形を選択した回数を集計した。 
 
４．研究成果 

 
(1) 自閉スペクトラム症の音韻知覚についての実験的研究 
① 複数話者音声の音韻弁別について調べた実験[5] 
ASD 児を，言語発達に遅れのあるグループ（ALD）と言語発達に遅れのないグループ（ALN）に分
けて解析した結果，ALD に属する ASD 児のみ，母語と非母語の音韻弁別に差が見られなかった
（図１）。このことから，音韻の聞き取りの難しさは ASD 固有のものではなく，特異的言語機能



の発達遅滞としてとらえることができる。また，図１で示されるように，TD 児の場合，単一人
物の音声の音韻情報を弁別するのは容易だったが，複数人物の音声が次々と聞こえる中では音
韻の弁別が難しくなった。一方，ASD 児の場合，複数人物の音声が聞こえる中でも音韻の弁別が
難しくなることはなかった。TD 児では，音韻知覚プロセスに対して声の個人差を区別するプロ
セスが干渉しやすいが，ASD 児ではその干渉が生じにくいと考えられる。この結果は，ASD 児の
個人差を区別するプロセスの働きが弱い可能性を間接的に示唆している。 

 
② 音韻カテゴリ知覚と音韻弁別の関係ついて調べた実験 
識別課題の結果を図２に示す。ASD 児と TD 児の反応曲線の傾きβに統計的な有意差はなく，「ASD
児は音韻をカテゴリカルに識別する能力が弱い」という仮定は支持されなかった。 
弁別課題の結果を図３に示す。ASD 児はカテゴリ間ペアの音の差よりもカテゴリ内ペアの音の差
に敏感で（図３左），その敏感さは TD 児（図３右）よりも高かった。TD 児はカテゴリ内よりも
むしろカテゴリ間の音の差に敏感な傾向があった（ただし統計的な有意差はなかった）。また，
識別課題と弁別課題の成績に相関関係はなかった。従って，「音韻のわずかな差に敏感であるた
めにカテゴリカルな識別判断がゆらぎやすくなる」という仮説は支持されなかった。 
以上の結果から，ASD 児の音韻知覚の特異性は，音韻のわずかな差に敏感なことにある可能性が
示唆された。ただし，以上は行動実験により得られた結果である。現在は，神経生理学的な指標
を用いた ASD 児の音韻カテゴリ知覚についての調査を進めている。 
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図１．母語条件と非母語条件の弁別正答率。単一人物条件は薄緑，複数人物条件は濃い緑で示された。
単一人物条件と複数人物条件で有意差（p < 0.05）が見られたところは赤丸で示された。 

図 2．識別課題の結果。 
予備的実験にて計測した定型発達成人
のカテゴリ境界を横軸 50 に設定した。 図 3. 弁別課題の結果。 



(2) 自閉スペクトラム症のピッチアクセント知覚についての実験的研究 
統計分析の結果、以下の結果が得られた（図 1参照）。 
（A）音声条件にかかわらず TD 児によるピッチアクセント識別能力は ASD 児よりも有意に高か
った。 
（B）TD 群と ASD 群の両群の識別能力において、自然録音音声と合成音声(サイン波音声及びノ
イズボーコード化サイン波音声)の間に有意差が得られた。合成音声に対する識別能力は自然録
音に対するものよりも低かった。 
（C）サイン波からノイズボーコード化サイン波への識別能力の向上は、TD 児の方が ASD 児より
も高いという仮説が立てられたが、そこに有意な差は得られなかった。 
 
これら結果から、ASD 児にピッチアクセントの知覚に関する困難が生じているものの、ASD 児全
員に共通の困難があるわけではないことが分かった。「自閉スペクトラム症」の中でも各児童に
よって言語処理能力が異なるため、これまで利用してきた PARS-TR や PVT-R 等に加え、ASD 児の
言語能力に関する症状をより細分化するための体系的なテストが必要であろう。症状を細分化
できることで、それぞれのグループに対してより適切な教育的アプローチが可能になるだろう。 
 

図 1: 日本語ピッチアクセントの識別正答率と音声条件（自然録音、サイン波、ノイズボーコー
ド化サイン波） 
 
(3) 自閉スペクトラム症児の言語コミュニケーションの特徴と認知特性の関係性の検討 
① 言語コミュニケーションの問題 
 PVT-Rで測定された語い年齢と非言語的知能の指標であるRCPMの得点においてASD群とTD群
の間に有意差はなかった。CCC-2 の８つの下位項目の評価点の平均値はすべての項目において両
群間に有意があった。両群は語彙理解力に有意差がなかったが、言語コミュニケーションの特徴
を質的に捉えることのできる CCC-2 では、語用の側面のみならず、音韻（音声）、統語（文法）、
語彙（意味）にも TD 群と有意な差がみられた。ASD 児の言語コミュニケーションの様式につい
て、語用に加え、音韻、語彙、統語などの観点からさらに検討する必要がある。 
 
③  認知特性 
a. 心の理論は両群間に有意差がみられ（t(26)=4.25, p<.001）、従来の知見と一致する結果で

あった。 
b. 中枢性統合は両群間に有意差はみられなかった。本課題形式では従来の知見とは異なり、ASD

児が部分に過度に注目する傾向は認められなかった部分への注目は ASD の有無よりも個人
差の要因が強いことが考えられた。 

c. 感覚特性は低反応・感覚探求（t(15.24)=5.31, p<.001)、聴覚フィルタリング（t(26)=3.36, 
p<01）、低活動・弱さ（t(15.56)=2.33, p<.05）において両群間に有意差がみられた。 

 
④ 言語コミュニケーションの問題と認知特性の関係 
ASD 群においては、「音声」と「心の理論」（r = .62, p<.05 *）および「視覚・聴覚過敏性」

（r = .67, p<.01）、「文法」と「心の理論」（r = .57, p<.05）、および「視覚・聴覚過敏性（r 
= .59）、「場面に不適切な話し方」と「動きへの過敏性」（r = .56, p<.05）の間に有意な正の相
関、「意味」と「低反応・感覚探求」（r = -.57, p<.05）の間に有意な負の相関がみられた。従
来、ASD 児者において心の理論が関係するのは語用の側面と考えられていたが、本研究の結果か
らは音韻や統語など言語の構造的な側面に関係することが示唆された。 
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